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一 お 知 ら せ

、ヽ_

忘年 会 を次 の通 り行 い ますの で多数の参加 をお待 ち致 してお

ります ^

12月 30日  午後 6時 30分 より

高松市瓦町二丁 目

とえかつ 赤松 向側 )

なお 、 出席 人 員 をは握 い た した い の で 出席 され る方 は JA5

0M、 JA5■ QP、 JA5KWF又 は 役 員 に 25日 ま で に お 知 ら

せ くだ さい 。

t

日  時

場   所

会   費 4,000円  くらい

一
・
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tt秋
のフイール ド ミーテイ ング おわ る

JA5KWF 清 川  隆 美

前号でご案内しました「秋のフィー
ル ト・ ミーティング」は参加 10局 18

名が初秋の大窪幸へ移動した。

11月 4日 9時 30分ヽ あさの ドライブインを出発。

か っては、自装東に笈を背負い、胸に板決み、サンヤ袋をかけ、スゲ笠 をか

ぶ り、金剛杖 と珠数を手にして大師 と同行二人、大師に導かれての人生修行

とい うことを念頭において、敬虔な気持で相当の日数をかけて巡拝 されたで

あろうが……。

近頃は道路の改善 とモーター リゼーションの発達により、鈴を鳴 らしなが ら

のお遍路 さんを見かけることはめったになくなった。

片手にハン ドル、片手にはマイクを握 り「 CQ、  CQ・ …・・」 と 10台の車が

鈴√)普 な らぬクラクションを響かせなが らの霊場め て`
｀
うに獅イムの加護があろ

うはずがなく、寺に着 くと聞 もな く冷い雨が峰 りはじめやがてその雨が次第

に大粒の雨に変 ってくる。

それは遊山見物に訪れた無信仰者に対する御 仏の涙であったのか も知れぬ。

一行の内にも信仰心の深い方 もおられ、奥の院 (女体山)へ詣 られた YL局

もお られたが雨というのに衣服は馬れてない。

奥の時 |ま女性の もの (?)と 知 ってか知 らずか yL局 に同行 した OM局 の衣

服は濡れて片手に丸めている。汗でぬれたと当人は云 っていたが……。

目当の霊場名物「打込みうどん」をやりながら、寺に来る途中見
つけた塩江

の「 もみじ祭」にも顔をだすことに話が決る。

温泉郷の婦人会が各種の売店 コーナーを設けている。雨のためか人影はまば

らだ。雨にぬれなが らのモチつきが始まる。 F麟来上 りのモチの大きさは不揃

であるが、忘れかけていた昔を想い出させるに十分な温い味があ った。

｀
＼_
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屋 島 寺 の 思 い 出 Z3

.                      JA5RYG

翌 日の夕方、灌仏会の跡片づけ も終 って、お手伝いに来 てい る檀家の人達

と一緒に夕食にな りました。和尚 さんが、昨夜金長狸 か ら見せ て もらった源

平合戦や、金長狸 との狸仕合の話 をしました。檀家の人達は、「 和尚さん、

お話が上手になりましたなあ。」と半ばひやかし気味です。「 いや、 これは作

り話でなく、ほんとにあった話ですよ。」和尚さんは、むきになっていいます。

しまいには、檀家の人達は、げ らげ らと笑い出して「 和尚さん、それは、夢

1ヽ  の中の話か、始めか ら終 りまで狸に化かされたんですよ。」と誰一人信 じてく

れません。でも、和尚さんには、夢の中の事 とは思えませんし、また源平合

戦だけは、大三郎狸が化けたにしても、大三郎狸 と会った事か ら、金長狸 と

の狂仕合まで全部、化かされたとは、 どうしても思えません。 もう一度、大

三郎狸に会えないものかなあと考 えていました。でも、太二郎狸は灌仏会の

晩以来現れませス.

灌仏会か ら20日 もたった額、近所の家に法要に招かれて行 きました。和

尚さんは、その家でも
｀
大三郎狸に会 ったことを話 し、 もう一度、大三郎狸

に会いたいと思 っていることなどを話 しました。すると、その家のお年寄 り

が、「 和尚さんも、大三郎犯に会
いましたか。あの大三嗅5狸供まだ生きとっ7

たんですな。あの狸は、屋島寺の住職さんが、代替 りの時には必ず、そして

その時にだけ、現れて、新住職さんに、源平合戦の模様をお見せする
‐
習慣マこ

、ヽ  なっているようです。前の住職さんも、住職になった晩に一度だけ会ったよ
ケ4´ ら_

うです。」「住職さん、新築された本堂の右 うしろに小さな何があるでしょう

が、あれが大三郎狸の住み家ですよ。」と教えてくれは した。

和尚さんが寺に帰ってから、本堂のうしろを見ますと、確かに小さな桐が

あって、今にも壊れそうです。

「 そこで私は、お酒と赤飯をおまつりして、大三郎狸に源平合戦の御礼 と、

長生きをお願いしたものでした。」

「今は、本堂の右側に赤い烏居を作 りましたので、その鳥居をくぐって行く

と、大三郎狸の桐の前に出ますから、後で、お参 りしてやって下さい。」

和尚さんは、語 り終えて冷えた茶を、一息に飲みほしました。
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「 和尚さえ、面白いお話をありがとうございました。詞
には、後でお参 り

させていただくことにします。ところで、話は変 りますが、床の間に掛 って

いる掛軸ですが、大変結構なのが掛 っているようですね。」

「 や |ま り、お目に止 りましたか。」

「
「 あの山水は雪舟ですわ。雪舟の作品と称

せ られるものは、なかなか偽物

が多 くて、いわゆるその道の玄人の方で もよく欺 されるといわれてますが、

あれは真物ですわ。文化庁に申請すれば、重要文化財にで もなるんでしょう

が、後が うるさくな りますんでね 、そのままにしとります。あの墨の濃淡、

枯れ工合、桃 めれば跳める程 、いい もんですわ。_|

「 そうですね、筆の勢 と言
ぃま、すか、墨のかすれェ合といいますか、悟を ―`

開いた人の作品は、風格があ って、それが作品の上にどことなくにじみ出し

てますねっ」

和尚さんとお父さんの邦彦氏は、床の間の掛け軸の前に行 って、一幅の墨

絵について、話 を始めたが、二人 とも雪書のた品について、造―:子が深いと電

えて、話が 1オ ずみ、なかなかに終 りそうにないぅ

秀夫君は、雪舟について知 :う ない訳でないが、 t卜 け鶴の墨の色の話 よりも

自分で試作 した 1.2ギ ガの無報機のテス トの方がはるかに面白い。そこで、

秀夫君は、熱心に話込んでいる和尚さんと父にことわって客間を後にしまし

た 。

な るほ ど、和尚 さんの話 の とお り本堂の右側 に赤 い鳥居があ りました。

番は一つでな く 10も 20も の赤 い鳥居が続いていました。 30メ ー トル位

歩くと、小さな褐の前に出ました。秀夫君は、「 はは一えこれが大三郎狸の
、_

住み家だな。でも、今の世の中に獅が人を化かすなんで、あれは、きっと、

和尚さんが寝ぼけていたに違いないぅ」 |~第 一、狸が九百年 も生き続けるわけ

がない。」そう思いながらも桐にお参 りをしていました。
:詞は石づくりで相当

に古いものらしく、あちらこちらが欠けていたりします。桐の前には土地の

人がお参りしたのか、その前にヵビの生えたお餅ちが三つ、ちょこんとおか

れているし、お賽銭やお米が散 らばっています。詞の後には一きわ高い松の

本が一本、あたりを見おろすように生えています。

秀夫君は松の本を見上げて、これ、これ、と思いました。無線機のテス ト

には高い場所が一番いいのです。23ギ ガヘルツの電波は殆んど光 りに近い
-4-



ヽ

ヽ

伝わ り方をするので、少 しでも高い所がいいのです。それ と、アンテナの長

さが 13セ ンチメー トルですむので携帯に便利なのです。試作機は、最近の

超 SLIの 進歩で、腕時計大の大きさに納まりました。秀夫君のハンダ付け

の技術 も一役買っています。

秀夫君は試作機 をポケットに入れて、松の木を登 り始めました。木が太い

ので、なかなか昇れません。でも、なんとか頑張 って、上の方に上 ってきま

した。腰かけるのに、手ごろな枝があったので、そこまで上ろうと思って昇

っていると、ちょうど、枝のはえぎわに大 きな穴があいていました。それこ

そ、人間 1人がはいれそうな大 きな穴で、ず うと下まで続いているのか、暗

くて見えませんっ秀夫君は、その穴に足をすべ らしそうになり、ひや っとし

ましたが、′何とか、枝 ,こ つかまって思いどおりのところに腰をおろしました。

「 CQ、  CQ、 こ ち らは JB3RYG//5、 JB3RYG//5、 どな た か お 聞

きのアマチュア局がありましたら応答願います。」

「 CQ、  CQ、 こ ち らは JB3RYG//5、  こ ち らは JB3RYG//5」

秀 夫君 は 、 され た に呼 び出 し てい ます。

「 JB3RYG、 こ ち らは J04TKZ。 人 感 あ りま すか 。」

「 JC4TKZ、 こちらは JB3RYG。 メリット5に て入感 してお ります。

当局の信号はいかがですか、只今屋島山上、松の本の上か らォ /ェ ヤしてお

ります。ポータブル 5です。当局 自作の リグ (無線機 )な ので、電波の飛び

工合 を心配 してお ります。折 り返 し、信号の報告をお願いします」
・
「
JB3RYG//5、 こ ち ら JC4TKZ。 こち らに もメ リッ ト5に て入感 し

てお :)ま す。信号 強度 9で、 ノイズ もな く、ば っち り入感 してお りますか ら

御安心下 さい。当局は、岡山市内の後楽園第 5ア パー ト17階の部屋か らォ

ンエアしてお ります。」「 いつでも受信できるように、スィッチ 。ォンしてお

りましたら貴局の信号が強力に飛び込んで きたのでびっくりしてお ります。

この周波数帯は、 リグを持 っている人が少ないのと、電波の飛びが光 りに近

い飛び方をするので、話 しあい手が少 くていけません。 ・・・ 145メ ガの

ように、 リグを持 っている人が多いといいんですがね、自作するには相当高

度な技術がい ります し、 メーカー製の リグを買 うのは高いし、なかなか うま

くいきませんね。私は、昨年の暮のボーナスをつぎ込んで買いましたよ。 リ

グ自体が小さく、.ア ンテナの長 さが 10セ ンチあま りですみますので、携帯
-5-



に硬利ですよ。電波は、光のように、 どこまで もまっす ぐ飛んで くれるので、

文句はないのですが、 もう少 し、 リグが安 くなって、たくさんの人がこの周

波数帯に顔を出してくれればいいのですがね。」

JC4TKZの 話は、専門的にな ってきて、いつまでも続 きそうです。秀夫

君は、 自作の リグの調子を もっと調べたいので、

「 J04TKZ、 こ ち らは JB3RYG。 只 今 リ グの テ ス ト中 な の で、 テ ス ト

が終ってからロングQSOを お願いします。」 とお別れして、

「 JB3YZP、  JB3YZP、 こ ち ら |ま JB3RYG/5聞 え ま し た ら応 答 願

います。」

「 JB3YZP、 聞 え ま す か 、 こ ち らは JB3RYG。 」 こ大 阪 の 母 校 の 無 線  
｀
―

クラブを何度 も、何度 も呼びますが仲 々応答があ りません。自分の技術 ?と

電波の性質か ら、電波が飛んでいるに違いないと思 っていて も、実際に交信

してみないことには、一寸心配です。

「 JB3YZP、 JB3YZP、 こちらは JB3RYG//5、  JB3RYG´//5、  入、

戌あ |〕 ました ら応答顧 います。_1 秀夫君は、い くら呼 んで も、相手局 か らの

Is答 がないので、心配 にな ってきま した。彼の位置が、 ビルの蔭 にな ってい

るのでないかなと思 って考へています と、何 と、秀夫君の大阪方向には、す

ぐ前に松の大きな枝があるではありませんか。あわてん坊の秀夫君は、リグ

の操作に夢中になって、電波の飛ぶ方向と松の枝を結びつけて考へることを

うっか りしていたようです。

「 これはいけない。もう一つ上の枝まであがるとするか。」

秀夫君は、 リグをポヶットにしまって、模かけていた枝から立ら上 り、ま 、_
た松の本をのはり始めました。枝のはえぎわの大きな穴をまたいで、手がか

りがつかめたので、次は足をかけて、よいしまとふんばろうとしたのですが、

いけません。ふんばるはずの足が、つるりとすべったのです。あっと思った

がもう遅い。手の方も一しょにすべってしまいました。

「落ちる !」 (リ グをこわしたら困る。)

「落ちるう !」

落ちる途中で、松の本の穴の中に頭と尻尾に白い毛のある狸を、ほんの一

瞬 見たような気がしたのですが、それも束の間のことで、秀夫君は、 ドスン

と松の下の根 もとに落っこってしまいました。
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ヽ

「 ウーン」と一声、秀夫君は気絶 してしまいました。それか ら、 どれ位い

の時間が経 ったのでしょうか

秀夫君には、太二郎狸がやってきて、尻尾で体や顔のはこりを払 ってくれ

ているような気がしました。何度 も何度 も、顔の上を毛で払 うので、秀夫君

も気がついて、顔の上の毛を払いのけると、何 とそこには狸ではな く、お父

さんと和尚さんの心配そ うな顔が二つ並んでいました。秀夫君の帰 りが遅い

ので心配 して見に来たとい う次第である。

高松からの阪への帰 り1道 、

「 お父 さん、僕が松の末か ら落 ちて気絶 した時、大三郎狸が尻尾で、何度

も何度 も埃を払 ってくれたんだがな一。あの尻尾で顔をなでてくれてばいと、

僕は、 もっと気絶 していたか も知れないよ劇

「秀夫、あれは、和尚さんが持 っていた払子 (ほ っす)だよ。」

「 でも、松の大の穴の中に、大三郎狸を見たような気がしたんだがな一。」

秀夫君は、す っか り狸の長生 きを信じたようです。お父さんは、苦笑いで

す。

2.3ギ ガヘルツの リグは、こわれてなか ったし、岡 ll」 、高松間の交信には

成功を納めたし、大三郎狸 とも如合いになれた ?り で、秀夫君は満足 して高

松を離れて行 きました。

おわ り

高 松 市 屋 島在 住

編集部か ら か詫 ひ と訂正

クラブ報 しヽ186(54.815発 行 りの 6頁に次の ような誤 りがあ

り壼したので筆者な らひに クラブ員各位へか詫 ひして訂正 しです。

止か ら 6行 日 17字 目 。上か ら5行 日 8字 目

下から2行日25字目・[::il::]:26i醜
-7-
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郵 便 局 だ よ り

○ 年 賀 状 の 差 出 し準 備 を

今年 も年賀状を準備 す o時期にな り■ 1/た 。今年か世話にな つた方ゃ、

友人 、知 へなとへtひ年負状 を出 しで し よう。

年末 もお し通るとィ可か と忙 し くな りてすので、か早 りに年負はが きなか買い水

着員い求ゎいただ さ、 12月 15日 のり1受開始 日には出せる ょう御準備

くだ さい。

なお 、準備
'こ

当た つては次の点に御缶意 くたさい。

1.暑 中見舞状 、転鋤・転居 Jl'あ いさつよ 、がT菫活表示実施 こ)通知状 な

とに より住所録 を整理 し,し ょ ()。

なォ、住所 |■17バ ー ト名、環番号 、室番号 や |~つ O様 万」又は |~、D

・)ヒ ル :な とげノ肩書
=´
1 lI許 1_く 、

~1た
、宙

'■

■夢使誉■か記載 さイt

て r、 Flい場 合に:、 衝,■ 蒼号薄 ′f IIで彙かつて記入 |´ てお き■ __ょ つ。

2.年冥状 を L"=it′た り、′慎 :■ :こ した り■‐4)力 よ、早 日1(手 配 1/ま しょ

り。そ′)際 差出人の生所や
'■
更番号 をお忘れ た (御記載 くだ さ tへ .

6.新 し く住居表示制度か実施 ●れた地域又
`」

近 く実施が予定される地

域γこお住いの万は 、年賀状にその 旨ヒけ記 して くだ さい。

転 居 ノ由は 郵 使 局 に も

転居 される とこ:oま 、二|・使局に も転居展をか 出 し ください。転居届 f'哺

紙、′瓜、掛・直局のはか市町村役場の窓 口に も備 ぇてあ り■すか、郵便はか

きt(1日 住所 、所住所 、御家 族のか名前 、転居年月 日を書 いて 、お近 くの

ボス トに投かん して ⌒ヽただいて も結構 で
"~。

出された転后届 rこ より同 う

1年間、 1日住所 めてσノ郵便物 を新住所へ転込 じ硬す。 この場合 、書瞥 と

tノ た郵便物や小包は転送料が必要 とな りすすか ら、友 人や矢L人たど主 な

通 1ぎ 先へ争I〔 ア1る べ く早 く連絡 してお さで しょ う。

(西国郵政局報広報資料 より
'

`D
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Jぶ晰 新 も 幸

当局lf口2え23+午ナ潟:ミ屋卜11朱り庁口分 ピ由乃 t,か午9若セ
1`

`ょ

ぅピ lあ ′θn年 ,ヽ イリま|た。

これ:こ倉ルtて `α n外
‐―πあよけウリアウート"こ う勇

｀
貫ぴさ,1

+n22Di■ 1■ 向わ 2り ∩午うしれ:)ペーシ
~と ローが多ふう参楽

↓
夕機に基たIヽ 由雀ず` こンタすぎユ|た 。̀今ロキて

いア` たア

暑薇′t栞しも、ヒ伊ず たヾつも.X/ι千口.ヵ lしグ移うウこr協

ヵ9ばものと冴賓くな歳貯、1え に あ`1)彎 ,
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l ■57

21, ,ら
'1

1

＼__

・コ



t

姜〕: シユ ハスウ 姜〕:

MH キヨク

1,。

3,ら

229

6118

ち5卜 57

14 279

21 24ふ 5

28 175 '

50 370

14キ 436

〕1,1

シ｀カ キ

)'キ : =ノ
｀`‐

18

15

16

r).oo_ 1

1。 00- 2

.00- 3

365

1397

う。00- 7

7.00-

8.00- 9  1376

●。00-10   461

10"00-11 378

,

12 00-

14 .00-1

16 0{1-17

3 3

354

0-1

う 6

343

17。 1)0-18   436

18。 00-19   677

19,00-20   7ヽ 4

22,00-23   511

8119

2].f11)-2 734

2 Cl.00-21

23。 00¨ P4    76

l 9 W    2

う.5    cw    187

3.5   55R    382

393,5    Aド

7   55F1   4063

7    A卜4    295

14   Cヤ1   102

14   SSR    173

414    AM

21   SSR   218震

8121    CW

28

1

122SSR

AM

〕:'( モート`  ま()(

モート` ■∋グ

CW 1798

SSR 7312

708A Fl

1:'9FM

〕1)〔

!.q u" {- [* lart

7    Cい 1   119AI

21    A卜1    201

ZU CW 2

ヽ

5 6

13.nO-14  4,1



50    Clヽ 1

1

50   5〔〕R    l10

50    A卜'    258

50    FМ 1

144   SSR    280

144    F卜 4    156

、JG 3 〕〔

(  40/  47)
0

8Q。 2

7/ 344)

,(

628)
)(JH4

JA
( 503/

( 794/ 939)

R

84。 ,(

36/  45

JH

(  64/ 77

( 360/ 518)

3Q/
,(

192

JE6 ，

′
′

0

10)
,(

7/ 226)

姜

4)(  13/
7

r)

( 4

7
,1,`

)

う(讐

〕(,(

93
JA8

JH

JR

81e6

8。

●

′
′ 長
「Ｊ

( 470/

JH8    85,5
( 543/
81。 6  ,(,(

( 33R/ 414)
JA9

615 )
→1,(

7ら .5
( 293/
74.7  30(
( 109/ 146ぅ

J日 9

う(31

88)
JA0

J目 0

〈
Ｕ
．

●

′
ノ

ｎ
）

■
■

Ｏ

ｖ 釜)(

1)

ツプタ 姜):

54)
10000
(  54/

撻〕: Q5 L ヘンシンリツ タ:'1 …フ
°リ ヘヽ` 1リ

JAl 9

( 546/ 729)
78.5

く 5 / 446)
JRl 82。

( 7 / 2 5)
1 9。

82ノ  103)
4。

( 123 ノ 146)
0 ｀

、ヽ

15 2 / 1 8 8

19 / 229)
1.0
22/ 271
。1

93/ 2 Q
1 1 0.0
1/   1)
， 、
一

ノ

′

ｎ

ｖ

ｌ
■ 2

2 ３

／

え
”
　
民
′4 7

2 9 ｎ¨
／
′

9

2 み

7 ノ
J 2 87.8

JF2 88。 1〕

2
JA3 80。 ,

9 /

JH3 89,2
49/ 1

J 90g
( 166/

,

184)
JE3 8 フ

／

０

（ノ
」8

8， 」
，／

`〕3 9

ヽ

t

ヘンシサ〔 ∩ l'ツ  〕〔〕準

l    S3,5
(2041/2549)

0    75.1

つ
ι

′
ヽ

B4

〔
り

ヽ

33

|

7

7

0

4 0

8

/ 7

4

3
(1

58

n

( 858 1016)

R7.4
995/

/1769)

83.1
/1じ

83.6

/ 414)

.6

77.5
706/ 9

′

( 961/1208)

(

ヽ_´

―

ヽ
，

一

Ｆ

Ｉ

Ｉ



t

6,'Gり |

´'97

7

９

　

　

５

１
，
　

　

つＤ

く03

7014

''1
1り

2へ0

墾二_l.9

7    472

45

14

5t' 4

3   が ツ

1`卜 4 7

7    ム70

14       7

21     50

31り

25

一１

　

・３

フ8

〕1,t

1.9 2 7  カ ツ`

3.5 2 1.9 5

7    A9() 3 21

14 80 7    549

21    132 14 12

'8
10 21  ‐ 751

14
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